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2015年9月に国連総会は、2030年をめざしてすべての国が参加すべき目標を決議した



3
これは「地球の限界（ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｰ・ﾊﾞｳﾝﾀﾞﾘｰ）」を強く意識したもの
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長期低炭素ビジョン小委員会ではｶｰﾎﾞﾝﾊﾞｼﾞｪｯﾄの考え方には異論がなかったが、気候感度の不確実性から、
1兆ﾄﾝしかないということは賛成できないとの意見があった（☜ただし不確実性は両方向との再反論がある）

カーボンバジェットの考え方
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80％削減は過大な目標とは言えない。EUは80~95％削減をめざす。



（参考）日本の温暖化ガス排出量の推移と目標
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82017年3月中央環境審議会地球環境部会長期低炭素ビジョン小委員会で採択
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気候変動対策は、成長戦略。 鍵は「多様なイノベーション」



10環境・経済・社会の課題を同時解決！！



11「2050年は先」でない。「今」から取り組まねばならない
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将来予測
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向かうべき方向
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向かうべき方向
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望ましい姿
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